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安全・品質への挑戦
Challenge!

１．はじめに
　北陸電話工事グループは、2012年以降、未来永劫人
身事故を絶対に発生させない強い決意のもと安全最優先
に１人ひとりが日々取り組んでいます。
　日々の業務においては、統合マネジメントシステム
（ISO45001・ISO9001・ISO27001）の基本理念である
「責任ある仕事に徹し、お客様の信頼を得る」を基に
「安全衛生、情報セキュリティの確保と品質の保証を徹
底し、お客様に満足いただける製品とサービスを提供す
る」を行動指針として取り組んでいます。
　今回、北陸電話工事グループにおける「基本動作の徹
底、安全ルールの遵守」「安全衛生意識の高揚」「北陸電
話工事独自システムを活用した安全・品質への取組み」
について紹介します。

２．基本動作徹底、ルールの遵守
⑴　２WAYコミュニケーションによる基本動作の徹底
　2013年度より高所作業車の基本動作の徹底を図るた
め、元請会社と作業者間の２WAYコミュニケーション
を全社の取組みとして開始しました。
　その後、2018年７月にNTT様の最重要危険工程にお
ける２WAYコミュニケーションの追加に伴い、グルー

プ内の安全目線の統一を図る必要があることから、北陸
エリアの２WAY業務を金沢（品質管理センタ）に集約
しました（図１）。
　作業者が安全作業に徹するためには、元請会社と作業
者のコミュニケーションが重要であることから２WAY
センタ内の体制構築と対応の標準化とスキル向上を図り
ました（図２）。
・対応が集中した場合、現場を待たせない支援体制の
構築と報告タイミングの調整
・さまざまな場面を想定した対応スクリプトと対応者
のレベルの統一
・全国事故速報や２WAYにより作業を止めた事例の
共有などによる対応者の安全意識向上
・施工管理者へ作業者報告状況をシステムより抽出、
フィードバックをして安全への指導

　作業者側では、連絡先が統一されたことで手間の簡素
化、また、２WAY対応者が複数いることにより単一的
な相互対応とならず安全基本動作の形骸化抑制にもつな
がっています。

⑵ 　SQシステム（安全品質管理システム）による月一
パトロールの徹底
　構造改革ガイドラインでは、全班に対し月１回以上の
安全パトロールの実施が定められています。
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図１　2WAYコミュニケーションの一元集約 図２　2WAYコミュニケーション

風化・形骸化させない安全の取組み
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ムで情報の共有を行うとともに、器工具の劣化状況につ
いても組織単位で把握できる仕組みをつくっています
（図５）。
　また、各作業者が保有する資格情報や施工車両情報に
ついても、情報の共有化を図っています（図６・７）。

　パトロールでは各施工現場をリアルタイムで把握する
必要があり、ユーザ作業班ではモバイル端末を活用し、
保守作業班ではGPS端末を配備し位置情報の可視化を
行っています。
　また、長期パトロール未巡視班については、SQシス
テム（安全品質管理システム）を用いることで容易にリ
アルタイムで把握することができます（図３）。
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図３　安全パトロール実施管理

⑶　アルコールチェックの徹底と励行
　安全施工サイクルの確実な履行に向け、車両運転前の
アルコールチェックを義務化し、現場KY時にチェック
結果を作業指示書へ記入することとしています（図４）。

実施チェック結果を
作業指示書に記入

図４　アルコールチェックの実施案内

３．システムによる安全・品質の向上
⑴　Eruシステムによる安全主要装備品の点検と機能維持
　安全作業において正しい器工具の使用とその機能維持
が必要となります。北陸電話工事グループでは、主要装
備品の点検結果を〝Eruシステム（協力会社リソースシ
ステム）〟へ登録し、元請会社と協力会社でリアルタイ
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図５　安全装備品　月次点検
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図６　有資格　管理状況
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図７　会社車両　管理状況



30 Raisers 2020. 3

Challenge!安全・品質への挑戦

者など小規模研修は自社で実施していましたが、基本動
作の順守徹底を目的に、現場ニーズの高い研修について
は、内製化を実施し多くの作業者が受講できる環境を
作っています。主な研修（図10）としては　
・振動工具特別教育
・研削といしの取替え等の業務にかかわる特別教育
・フルハーネス特別教育
　研修においては、まず自社でインストラクターを育成
し、その後グループ内の研修を行っています。その他、
交通誘導員（自家警備）研修など施工時の安全性確保に
も努めています（図11）。
　安全運転研修会では、グループ内のドライブレコーダ
の実映像を用い、より身近に感じる研修を行い、また、
会議ではTV会議システムを使用することで多くの社員
が受講できるようにしています（図12）。

⑵ 　「HOKUWA　生産管理システム：北話DX」によ
る施工品質の向上
　北陸電話工事グループでは、施工における受注から完
成までを「情報の共有化」「フロースルー化」を行い、
全工程を一貫して管理する「HOKUWA　生産管理シス
テム：北話DX」を運用し作業を実施しています（図８）。
　システムは、発注者様、当社、協力会社とそれぞれの
部署で発生する情報をリアルタイムに共有しています。
　例えば、アクセス施工部門では後工程である開通予定
日が把握でき、アクセス施工計画など容易に立てること
が可能となっています。また、サービスオーダ工事では
お客様からの問合せに対し、アクセスから宅内までの一
連工程が把握できるため早期回答が可能となることで間
接稼働の削減を実現しています。
　また、全数写真検査業務（アクセス・ユーザ・基盤等）
においても「HOKUWA 生産管理システム」を用い業務
集約しています。システムではアクセス工事の設計段階
の工程情報と検査箇所の括り付けができており正確な写
真撮影と少ない検査稼働でより良い工事品質を得ること
ができます。また、NTT様における抜き取り現況調査
の稼働削減にもつながっており、システムによる業務の
効率化と施工品質の向上を図っています。

【システムのイメージ(受注～施工･プロセス管理)】
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図８　HOKUWA生産管理システム概要

４．安全衛生意識の高揚

⑴�　風化防止（高所作業車）危険体感研修・特別教育等
の自社実施拡大
　2012年より安全への取組み施策としてNTT様と連携
し「危険体感研修」を実施し、人身設備事故の風化・形
骸化の防止に取り組んでいます（図９）。
　社員研修では、職長研修・高所作業者・酸素欠乏主任

図９　風化防止（高所作業車）危険体感研修

図10　各種研修模様
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　また、グループ内の全社員に対しても安全意識の向上
を目的に各トイレへの安全ポスターの掲示も実施しまし
た（図14）。
　安全ポスターは四半期ごとに作成し、パトロールの
Before・After写真だけでなく、安全へのポイントと解
説を理解しやすいように盛り込み、全社員の安全意識の
高揚を図っています。

５．おわりに
　日々の業務遂行において元請会社と協力会社とのコ
ミュニケーションが安全と品質を確保する重要な鍵です。
　北陸電話工事グループでは、過去の経験から培った２
WAYコミュニケーションや現場に優しい安全システム
を十分に活用し、安全の取組みを風化・形骸化させない
よう、安全マネジメントの確実な実践を通して、

　今後とも　ONE－TEAM　の精神で
　事故「０」に挑戦していきます。　

⑵�　安全パトロール結果の視える化による１人ひとりの
安全意識の成熟
　これまでの安全パトロールでは、巡回した結果を文
字・口頭で伝える個別指導が中心でした。そのため関係
者の心に強く残る事が少なく、時間とともに風化・形骸
化されるのではないかと危惧しており、安全に関する視
える化を推進し、パトロール者、作業者への安全意識の
向上を図りました。
　パトロール者に対しては、パトロールで発見した不安
全状況（指導前）と是正状況　（指導後）の写真撮影を
徹底させ、北陸内の安全担当者の月次評価会議等で指導
内容や推奨内容を議論し、パトロール者の目線・指導内
容の向上と標準化を行い意識の醸成を図っています（図
13）。
　作業者に対しては、各種会議等（部課長会議、安全衛
生協議会、安全衛生委員会）で不安全事象を写真やビ
ジュアル映像を多く用い、安全意識の向上を図っていま
す。

図11　交通誘導員研修 図13　パトロール結果評価会議

図12　安全運転研修会 図14　安全ポスター


